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本日の発表内容

１． 協会のご紹介

２． 協会の特徴及び活動

３． 課題の整理

４． 今後の展望

5. CEポートに関する論点
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協会ご紹介01
Introduction
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名 称 一般社団法人太陽光パネルリユース・リサイクル協会

欧文表記 Solar Panel Reuse and Recycling association（SP2R）

代表者 浜田 篤介（代表理事/株式会社浜田代表取締役社長）

会員数 63社*

所在地 東京都中央区日本橋茅場町１丁目10－8 グリンヒルビル7F

法人概要

*2025年2月1日現在

2025年2月現在、活動第3期目に入っております

4

2022年11月1日、当協会を設立。代表理事として、各業界団体
との意見交換、各講演登壇、法制度化へ向けた委員会のオブ
ザーバーを務める。

SP2R協会 代表理事

株式会社浜田 代表取締役

浜田 篤介Hamada Tokusuke

SP2R協会 顧問

東海大学副学長

細田 衛士 Hosoda Eiji

環境経済学、理論経済学を専門とする経済学者。博士（経済学）。

2022年11月より当協会顧問。

Speaker
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協会の目的と活動02
Activity
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目的

国内における健全で円滑な

リユース市場の創出と

適正なリサイクル促進

6
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意義

発信と集約
の起点

適正な２R
の受皿

業界スタンダードの

創出の場

情 報 連 携 基 準

● 各ヒアリング対応

● 現場の課題感/意見の抽出・集約

● 各技術情報・現場情報レポート

● 全てのステークホルダーとの連携

● フォーマルなセクターの見える化

● リユース・リサイクル部会の推進

● ソフトロー創出の必要性

● デファクトとなる事例の共有

● 最新トレンドの共有

『業界』をつくるために必要な3つの機能を
重視しています

7
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PVに関する課題03
Issue



© Copyright Solar Panel Reuse and Recycling Association All Rights Reserved

【サーキュラーエコノミーポートのあり方に関する検討会】

❶ 実態の把握

❷ 個別法整備

❸ 物性情報の共有

➍ 業界基準の策定

❺ 管理(トレーサビリティ）

❻ 回収/廃棄の費用

❼ 回収網の構築

❽ 高度な循環利用

原料調達・設計・製造

部品 製品

素材
製造

部品
製造

製品
組立

販売・消費・使用

施工

施工

消費者・ユーザー

排出

廃棄・回収・リサイクル・処理

807
MW

871
MW

4,256
MW

6,308
MW

解体業者など

中間処理
スクラップ

中間処理
スクラップ

リサイクル

最終処分
（埋立）

リユース
国内

リユース

施 工
メンテナンス

解 体
廃 棄 物 処 理

素材

5,128
MW

出荷

非住宅

中間処理
リサイクル
/最終処分

専用設備導入なし

専用設備導入あり

事業者

事業者

住宅

原料
輸入

部品
輸入

製品
輸出

製品
輸入

4,331
MW

新古品38t

中古品/リユース
向け輸出 リサイクル

原料輸出

206t

海外

国内

4,221
t

1 2 4

＊出展：経済産業省「成長志向型の資源自律経済戦略」等より、SP2R協会事務局作成

3 7

6

5

8

❶ 発生時の選別

❷ 発電性能の確認

❸ 廃掃法との整合性

➍ 不適正な輸出

❺ リユース基準

❻ リユース補助の不備

1 2

4

5

6

3

太陽光パネルのライフサイクルフローと課題の整理

9

課題感を大きく８＋６の論点に整理しています
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国の動き/今後の展望04
Prospect
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今後の展望国の動き/今後の展望

太陽光発電設備の廃棄・リサイクルに関する近年の取り組み

11

第3回登壇

オブザーバー参加
資料出典：環境省/経産省_中央環境審議会循環型社会部会太陽光発電設備リサイクル制度小委員会・

産業構造審議会イノベーション・環境分科会資源循環経済小委員会太陽光発
電設備リサイクルワーキンググループ 合同会議_[資料3]太陽光発電設備の廃棄・リサイクルをめぐる状況及び論点について

より抜粋
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中央環境審議会 循環型社会部会 太陽光発電設備リサイクル制度小委員会
産業構造審議会 イノベーション・環境分科会資源循環経済小委員会

太陽光発電設備リサイクルワーキンググループ 合同会議

設 備

モ ノ
組織/制度

情 報
カ ネ

費 用

モノ・費用・情報の３点から制度的な検討中

⚫ 設置形態の区分

⚫ 登録制や中間集積所

⚫ 放置対策

⚫ Reuse＞Recycleの制度

⚫ 輸入販売業者＆製造業者等のEPR

⚫ 購入設置で再資源化等費用を預託

⚫ 解体等費用→発電事業者、
再資源化費用→製造業者等が負担

⚫ 再資源化費用は物価⇅/技術向上↑を考慮

⚫ 設備情報・資金の管理組織

⚫ 含有物質等が必要な
パネルのシミュレーション

⚫ 関係者情報を確保する制度
       /マニで管理する仕組み

＊第3回_資料１_太陽光発電設備の廃棄・リサイクル制度の論点についてより引用/抜粋

今後の展望国の動き/今後の展望
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CEポートに関する論点05
Prospect
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製造から販売・消費・使用 ＝ 密なるものが疎になる

廃棄・回収・処理/リサイクル・＝疎なるものを密にする

05.CEポートに関する論点｜CEポートへの期待

⚫ 使用済みPVパネルは「いつ、どこで、どれぐらい」かランダムに発生することが課題

⚫ リサイクル会社でアルミ・銅・ガラス・セルシートなど素材ごとに分離され、素材によっては2次加工

拠点にて品質を揃えると同時に密に集約され各素材メーカー等で利用される

⚫ リユースについても一定量まとめると同時に性能検査等行う拠点に集積し、国内外へ流通

「集めることの難しさ」と、対応策としてのCEポートの可能性

原料調達・設計・製造

部品 製品

販売・消費・使用

施工 消費者・ユーザー

廃棄・回収・リサイクル・処理

解体・保管素材
中間処理・リサイクル

（一次加工）
リサイクル
（二次加工）

素材A

素材B

素材Y 

素材X 

●
●

製品A

製品B 

●
●

製品X 

使用済み
製品A’

使用済み
製品B’ 

●
●

蜜から疎へ

疎
に

発
生
す
る

太
陽
光
パ
ネ
ル
を

回
収使用済み

製品X’ 

ランダムに発生

ランダムに発生

ランダムに発生

素材α

素材β

素材Ψ 

素材Ω 

●
●

使用済み
製品A’

使用済み
製品B’ 

●
●

使用済み
製品X’ 

分別/選別

分別/選別

分別/選別

疎から蜜へ

リサイクラーA

リサイクラーB

リサイクラーC

保管現場➀

保管現場②

保管現場③

素材保管

保管現場Ⅰ

保管現場Ⅱ

集積

14
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05.CEポートに関する論点｜① -1リサイクルの出口戦略_ガラス

⚫ ガラスメーカー側にPVガラスとして受入基準が定まっていない

⚫ ヒ素、アンチモンが含まれた廃ガラスを使用するメーカーに及ぼす影響

⚫ パネルのガラスの多くはソーダライムガラス/中には化学強化されたガラス使用されているケースも

⚫ リサイクルガラスカレットの流通価格が安価

出典：タイガーチヨダマテリアルHP 出典：アサヒファイバーグラスHP 出典：タイガーマシン製作所

ガラスの現状の主な用途

ガラスくず 多孔質ガラス発泡剤 グラスウール インターロング
ブロック用骨材

PVパネルにおける重量比７割を占めるガラスのリサイクル後の出先として主に3点あるが

解決すべき課題も多い

出口戦略における課題
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⚫ 全メーカー全型式の含有物質情報が手に入らない

⚫ 有価金属の含有量の情報が無い（WDSではわからない）

⚫ 有価評価できる含有物質が銀のみ

⚫ 銀・銅・鉛は回収できるが、シリコンの回収は困難（技術的には可能 経済性がない）

⚫ リサイクルの有価評価対象の銀含有量が低下している

出典：三井金属 Environmental Report2011

05.CEポートに関する論点｜①-2リサイクルの出口戦略_セルシート

セルシート

セルシートの現状の主な用途

出口戦略における課題
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05.CEポートに関する論点｜②リサイクルの出口戦略_処理方法

⚫ 各社の処理後物の品質をデータベース化及び納入先への情報共有

⚫ 個社個社ではなく主要拠点にまとめて集積し、各2次加工先や素材メーカーへ納入

出口戦略における解決策

太陽光
発電設備

事
業
者
A

中間処理排出

処理機械 処理後物

事
業
者
B

事
業
者
C

二次加工先 素材メーカー

ホットナイフ

PVリサイクルハンマー

ブラスト

二次加工
が必要

素材として
活用

⚫ 全各社処理方法が異なり、それぞれの処理機械で処理後物の品質が変わる

⚫ 処理後物の活用先が処理方法によって限定される

出口戦略における課題

板ガラス セルシート

ガラスカレット セルシート
（付着あり）

ガラスカレット セルシート
（付着あり）
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05.CEポートに関する論点｜③品質と量の安定供給拠点の必要性

不純物の種類

許容量

ガラス瓶 板ガラス ファイバー

①有機物（樹脂、木片等） 50ppm以下 20ppm以下 50ppm以下

②酸化物系無機物
（クロマト等の鉱石類、難溶耐火物、異質ガラス（結晶化ガラス））

0 10ppm以下 0

同 （陶器・磁器） 15ppm以下 10ppm以下 0

同 （レンガ、砂礫、コンクリート等） 30ppm以下 10ppm以下 0

③異質ガラス（結晶化ガラス） 0 0 0

同 （クリスタルガラス、光学ガラス） 0.1%以下 0 0

④金属 Fe 1.0ppm以下 10ppm以下 1.0ppm以下

⑤金属 Al 0.2ppm以下 0 0.2ppm以下

⑥その他金属（Cu/Pb/ Cu-Zn） 1.5ppm以下 0 1.5ppm以下

現状、ガラスカレット製造者がガラスメーカーへ納入する際の受入基準が非常に厳しく、

マテリアルリサイクルするためにはこの基準での品質を確保しつつ物量も確保する必要がある
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05.CEポートに関する論点｜③品質と量の安定供給拠点の必要性

水平リサイクルに出せる物量は、板ガラス向けに約5,000t/年、グラスウール向けに約30,000t/年

その他用途で約20,000t/年のため、合計で55,000t/年程度のリサイクルカレットが使用できる状態。

ただし、品質と量、双方の安定的な供給が必要条件。

引用元：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 新エネルギー部
太陽光発電システム長期安定電源化 技術開発プロジェクト
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05.CEポートに関する論点｜④設備・運用

⚫ 太陽光パネルは、中古品の場合、梱包せず海外輸出されるため、コンテナ内での

破損リスクがある。

出港湾輸送における懸念事項

⚫ 梱包されている荷姿をチェックできる仕組みが必要。

設備/運用等に係る希望
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Ⓒ2025一般社団法人太陽光パネルリユース・リサイクル協会

本資料は幣協会が信頼に足ると判断した情報に基づき作成しておりますが、幣協会はその正確性・確実性を保証するものでは
ありません。本資料をご利用される場合はご利用者様ご自身のご判断にてご参照なされますよう、お願い申し上げます。
また本資料の一部または全部を、複写・写真複写あるいはその他如何なる手段において複製、幣協会の書面による許可なくし
て再配布することを禁じます。
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